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摺物にみる方広寺大仏殿開帳について

黒J11 真理恵

はじめに

京都東山の方広寺は、鐘銘事件の大鐘で知られているが、近世期には、大仏殿も存在し

た。寛政10年 (1798)に雷火によって境亡し、天保3年 (1832)に再建のための関I援が

行なわれることとなった。その際、見立番付や、はやりうたなど、様々な摺物が出版され

た。本研究では、それらの摺物をとりあげ、関根を再講成するとともに、関根を取り巻く

人々について考察することを目的とする。

1.方広寺について

1-1 沿革

方広寺は、天王 14年 (1586)、豊里秀吉の発穎によって建立された。『史料京都の歴史』

第 10巻によると、奈長の東大寺に倣って大仏が安置され、その高さは六尺三丈(約四メ

ートル〉あったとしづ。建立以来、幾度かの地震・火災に遭難したが、その度に再建され

ることとなった。

まず、慶長元年 (1596)、大地震によって破壊し、同7年 (1602)には火災によって焼

亡した。同 19年 (1614)秀吉の踊子秀頼によって再建され、このとき鋳造されたのが、

鐘銘事件で有名な大鐘である。 f冨家安康 君臣豊楽j の銘文が、徳川幕府に反逆するも

のとして、豊臣家滅亡のきっかけとなったとされているc

寛文2年 (1662)にも地震で劉壊したため、同 4年 (1664)木造に造り直された。破

壊された大仏は、幕府によって寛永通宝に改鋳されたというO 安永9年 (1780)刊の迫誌

『春名所図会Jl(資料1)には、再建された木造の大仏殿が措かれている。

寛政10年 (1798)の雷火では、大仏殿を含む境内の諸堂宇すべてが境亡してしまった

(W方広寺欝係文書目録』解題)。このときは、すぐの再興はならず、尾張・伊勢・美濃・
越前の人々の寄進により、天保 14年(1843)に木造半身の大仏が再建された。しかし、

その大仏も、昭和48年 (1973)の火災によって焼失し、現在は本堂・大黒天堂・大鐘楼

を残すのみとなっている。

1-2大仏殿開帳について

寛政 10年の奮火ののち、再建がなされたのは約 40年後の天保 14年だが、『方広寺関

係文書目録』解題によると、それまでにも再興の動きはあった。天保3年 (1832)に、再
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摺物にみる方広寺大仏殻障援について〈黒)11) 

建の資金を集めるためとして関長が行なわれた。その際、展覧昌録である「梅宝録J(資

料 2) (註りが出販された。前書きを以下に記す。

j各東方丘二寺大仏殿は、久代聖武皇帝南都の例に准じて、豊臣秀吉公器海の騒擾を議た

まひ、天正十六年に列国の藷侯に命じ、繰一歳乃関に創建なさしめ給ふ。今時天保三

年まで、蔀て弐百四十五年にいたる。熱るに寛政十午のとし、雲火の為に、御尊斡お

よび仏殿、楼F号、廻蔀にいたるまで、忽ち灰;謹とはなりぬ。都露、貴賎の歎央銀りな

く、再造をはかるの力もたるみ、勧進を催さんの勇もなくして、空しく三十余年の星

霜を過けるところに、此度侮修造の御催これあるに就て、慶長、寛政再度の焼災にも

つ〉がなく残りまします眉間寵の釈迦如来、三天合幹の大黒天等を大仏殿仮堂におゐ

て、御関扉あらせられ、太間秀吉公の御装束井御手道具類あるひは韓人の衣裳のたぐ

ひは御殿内におゐて拝覧御赦免あり。 B限は三丹十一日より始て五十日の簡なり。将

又御宝器数々ありといへども、御文章に蔵あって、御大切の品なれば、その大抵を拝

見iこ逮ぶ。原当山は豊匡社頭のi日i重なれば、都昔sの圧を人にいたるまで、幸に参殿し、

此御宝物の目録をもって、其名器の数々を謹で拝轄に及ぶべき者盗。

天保三歳長三月 (f御宝録j前書、下線筆者)

qa事宝録j前書きによると、関i援は、天保3年の 3月 11日から 50日間の予定で始めら

みけんごも哲

れた。大仏殿仮堂が作られ、罵関龍の釈遍如来、三天合体の大黒天、秀吉の装束、手道

具類が展示された。居間鐘の釈迦如来というのは、大仏の居間に込められていたもので、

雷火の擦に境け残った(注2)。

また、天保 2年 (1831)-----嘉永 2年(1849)までの風間雑記『事々録JJ(注 3) には、

大仏関援の記事がある。天保3年の項には、以下のようにある。

春の末より京師方広寺にて寛政十午年七月雷火焼亡の大仏の腹寵の仏を開張す。;境亡

より今年迄三拾五年に及べり。{曽俗よりて十分のーの大仏を作らんなんど企つ。行物

など多く見せけるが、殊の外群集して夏金三~~こ至りて止ム。

(W事々録』天保3年)

f大仏の腹鐘の仏j とあるが、「屠開謹の釈迦如来j と思われる。季第は「春の末j よ

り f夏の半j とある。当初は 5013簡の予定で始められたが、見物人が予想以上に多く、

憂まで延長することになったようである。
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また、平戸藩主松浦静山による随筆『甲子夜話』にも、大仏関i援に関する記述がある。

『甲子夜話Jには、文教 4年 (1821) ~天保 12 年 (1841) までの事柄が記されているo

f続編入十五J(注4) に、京都からの伝間として記されている。

ム 大仏殿焼亡の跡には、矢来を結携はし、其中に路を通じ、;撞余の仏像、其能をも

人に見すると云。

ム右再建の体は、諸所より寄附の金子、十両千疋五百疋など、彩しく札に記し、造

花など飾りて、其枝につけ有ると云。

ム又大仏殿の脇、長屋などは、はや建か〉り、吾を追ひ成就のさまなりと O 思ふに

廻廊か。

(W甲子夜話続篇~ 85) 

同じく『甲子夜話』には「大仏殿之絵国J(資料3)も収載されている。「御開張万人講j

qi都普誇Jr日吉社Jr黒木世話方j などのi織が立てられ、人々が押し寄せる様子が描かれ

ている。賀茂川からは普詰のための用木が引き上げられ、それを河原で見物している。 r大

仏殿の脇、長屋などは、はや建か〉り j とあることから、おそらく、再建のための普藷が

始まったものと思われる。

しかし、完成には至らなかった。『甲子夜話』校注によると、絵図には以下のように記

されているとし 1う。

• (前略)… 今御普請につき、御開i医有之。此図を出し侯もありがたき御代に時来

り、時節至て御造営に付、比絵図を以、過し昔の事共予じめ顕之者なり。

(W甲子夜話続篇~ 85校注)

このことから、措かれた大仏殿は、実際に再建されたものではなく、完成予想、園を描い

たものと思われる。
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摺物にみる方広寺大仏接関i援について(黒)11)

資料 1 方広寺大仏殿

(安永 9年 (1780)~都名所図会JJ (竹村俊貝Ij(編)1981: 62)より転載)

大仏政

資料3 大仏殿之絵図

古甲子夜話JJ(中村:中野(校訂)1981: 241・243)より転載)

浜寺 生2金~.~.車場す

園槍え務弗大
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撞物にみる方広寺大仏殻関i援について〈黒)11) 

2.絵本太功記見立番付について

2-1 絵本太説記について

天保 3年の開帳は、;争瑠璃の絵本太功記に見立てられた奇資料4は、晃立番付「大仏殿

再建御開帳ニ附太功記十自居文句見立J(注目である。 r大仏殿再建御開帳」とある

ことから、方広寺大仏殿開帳に際して作られたものと思われる。最後の枠には、「大仏の

かねて嘩の高ければ撞かねど西方に響く開帳jとある。「かねてJと f鐘jをかけている。

また、「鐘jが「響く j と「開帳jが広まるという意をかけている。題替に絵本太功記が

選ばれたのは、方広寺が秀吉の発願によって建立されたためだろう。左下の瓢箪は、秀吉

の千成瓢箪を示す。

浄瑠講の「絵本太功記jは、近松棟、近松湖水軒、近松千葉軒の合作である。明智光秀

を主人公とし、信長への謀反から秀吉に討たれるまでの物語となっている。天王 10年 6

月 1日から 13日までの出来事が、一日一段、全 13段で構成されている。

初演は、寛政 11年(1799)7月 12日、大坂道頓堀豊竹座である。『義太夫年表Jによ

ると、寛政 11年から天保3年までの、京・大坂における上演記錠i土、表 1の通りである。

絵合太功記i士、絵本太功記の号IJ名題であるため、これも上演記録に含めた。初演以来、約

30年の関に、少なくとも 15屈は上演されている。絵本太功記は、天保3年当時、すでに

よく知られていた題材だったといえる。なお、関!慎重前の上演記録はみつからなかったが、

開帳後の天保3年9月、大坂稲蕎境内において上演されている。

表 1 絵本太功記(絵合太功記)上演記録

(W義太夫年表』第2・3巻より黒JI!作成)

上演年月 B 西震 上演場所 儀考

寛政11/7/12 1799 大坂/道頓堀若太夫芝居
寛政12/8/16 1800 大坂/北之新地芝居
享和3/112 1803 大坂/堀江市の俣，IJ西側芝居
文化6/1/14 1809 大坂/御霊社内 絵合
文化8/11言日 1811 大坂 絵合
文化81間2/4 1811 大坂/御霊社内 絵合
文化11/2/4 1814 京/和泉式部境内芝居
文化11/8/15 1814 大坂/道頓堀若太夫芝居 絵合
文化12/8/23 1815 大坂/座磨社内 絵合
文政2/11/16 1819 大坂/穣荷社内 絵合
文政4/12/28 1821 大坂/穏荷社内 絵合
文政6/21吉日 1823 京/四条北側芝居 絵合
文政9/7126 1826 大坂/高津社内稽古場 絵会
文政10/1/2 1827 大坂/穏荷社内
天保1/8/10 1830 大坂/御霊境内 絵合
l天保3/9/17 1832 大坂/御霊境内 絵合
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2-2見立番付について

見立番付でとりあげられているのは、絵本太功記十日呂の段、尼ヶ崎関居の場である。

以下に、浄瑠璃のあらすじと詞章を記す。下線は、番付に引用されている蔀分であるc

光秀の母皐月は、光秀が、主人である信長を討ったことを知り、先祖に串し訳が立たな

いといって域を出てしまう。独りで暮らす母皐月のもとへ、光秀の妻操が嫁の初菊を伴っ

て見舞いに来る。皐jヲは fヲ〉珍らしい嫁女孫嫁。はるばるの道ょうこそょうこそ (1)J 

といって二人を追える。嫁達は f前垂稽の上に引きしめ茶釜の傍 (2)Jと、身の巨りの世

話をしようとする。操が訪ねて来たのは、息子十次郎からの出障の顧いを fくれぐれの願

ひ故 (3LJ皐月に取次ぐためだった。

そこへ旅稽に変装した久吉(秀吉〉が、 f諸国修行の一入旅。近頃申兼たれど(心得宿

の報謝に預りたしj と一夜の寄を求めに来る。皐足は「お心置なふ御一宿 (5)J といって

迎え入れる。

入れ違いに、光秀の息子十次郎が登場し、「異義を正して両手をつき (6)J出陣の許し

を誇う。その心中では「けふ初障に討死と。覚培極めし比骸 (7)。お暇乞に参りしと O し

らせ給はぬ悲しやj と、討死の覚嬉を決めている。

出障が許されるとともに、初菊との祝言も挙げることとなった十次郎は、次のように独

自する。「母様iこもば〉様にも。是今生の暇乞。此身の願ひ叶ふたれば (8〉。思ひ置く事

更になしJr初菊殿。まだ祝言の歪をせぬが互の身の仕合せ(針。わしが事は思ひ切。他

家へ縁付して下され。j

それを開いていた初菊は、出障を患い留まらせようとするが、十次郎の決意は臣く fと

かふいふ内時刻が延る (10)。其鎧榎愛へj と出障の仕度を促す。初菊は、九、としい夫が

討死の首途の物の具付るのがどふ急がる〉物ぞいの (11)Jと泣く泣く手伝う。

初菊と祝言をあげた十次郎は、戦場に赴く。十次郎の討死の決意は皐丹にも知れており、

「祝言によそへて盃をさしたのは。蝦乞やら二つには心残りのないやうと(12)。思ひ余

った三々九度。ば£が心のせつなさを推量仕やj といって、操、初菊とともにうち歎く。

日が暮れ、久吉の跡を追って来た元秀は、母の住処に久吉が潜んでいると思い、部屋の

一需にtt槍を突き入れる。ところが、それは久吉ではなく母皐丹で、わざと身代わりにな
って刺されたのだった。皐月は f仁義忠孝の道さへ立ば。もっそう飯の切米も。百万石に

まさるぞや (13)…〈中路)…しるしは目前是を見よ (14)Jと主君殺しの天罰であると

して、光秀を諌める。これを見ていた操も、「しらぬ事とは云いながら(15)現在母御を

手にかけて。殺すといふは何事ぞj と、涙ながらに諌言する。

そこへ十次郎が深手を負って馳せ婦る。光秀は「様子iまし治瓦に。其に語れ (16)Jと問

いただす。十次郎は f手勢すぐって三千余薪 (17)J。初めは善戦したものの、久吉の家臣

加藤正清に「自に物見せてくれんずと (18Lいふよち早く太万抜かざし。四角八面に切
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摺物にみる方広寺大仏殿関i援について{黒)11)

り立てられj敗戦に追い込まれたことを物語る。四方天田島頭の行方を尋ねられるも、 f乱

軍なれば生死の程も。鑓にそれと承はらず (19)Jとのことだった。

ついに瀕死の十次郎は、「今一変お顔が見たけれど (20〉。もふ自が見へぬ父上。母様初

菊殿。Jといって息絶える。操は「連高名手柄して。父上やばジ様に誉らる〉のが楽しみ

~主主よ。にっと笑ふた其顔がわしや幻にちら付し、て得忘~;h，ぬj と悲嘆にくれる。光秀も、

母皐月の意想外の死、息子十次郎の戦死を呂のあたりにし、はらはらと涙を流す。

光秀は庭先の松の枝から、「眼下の村手をイ乞度見下し (22)J様子を探る。久吉が現れ、

勝負は天王山で決することとなる。光秀は「一先都に立場り京洛中の者共へ (2針。地子

を赦すも母への追善」といって、地税を免除することとする。「沖は中国より追々入来る

斗註L数万の兵船jとあるように、久吉倶.IJの軍勢が集結しつつあることを示唆して終わる。

絵本太功記の主人公は光秀だが、十段目に限っては、物語を展開するのは皐月と十次郎

である。十次郎の場合、前半が拐菊との耳IJれと出陣、後半が討死の出場となっている。以

下は、番付のなかで、十次郎の台詞が号i用されたものである。

6 r異議をただしく荷手をつき/宝物拝見j

10 rとかふいふ内時刻が延びる/草寝返しの群集J
9 r互いの身の仕合せ/境内掛茶屋大仏餅屋j

17 r手勢をすぐって三千余騎/再建講中j
18 r自にもの見せてくれんずと/寄進にはりこむ人j
20 rま一度お顔が見たけれど/普誇成就を待兼る老人j

7 r覚搭きわめしこのからだ/開帳中普請中折の高出入方J

8 r此身の房長い叶たれば/端泉寺相伴出開帳j

19 rたしかに夫と承らねど/養源読開援の噂j

例えば、 6r異議をただしく両手をつきJというのは、浄王室璃では、十次郎が出揮を願

い出る場面である。それが、開帳では f宝物拝見j となる。人々が、かしこまって宝物を

拝見する様子と、十次郎が出陣を願い出る場冨が重ね合わされている。十次郎の場合は生

死をかけた行動であるのに対し、見物人にはそれがない。その落差を、番付を読む人は楽

しんでいたのではないだろうか。

3.開帳を取り巻く人々

3-1 参詣人

番付には、参語;こ訪れた人々の様子が取り上げられている。京都子宮中のみならず、近隣
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からも人々が集まった。

「はるばるの道ょうこそょうこそ/遠国よりの参詣J

「お心置きのう御一宿/田舎の親類を呼びiこ遣る人J

「近頃申しかねたれど/内障のって頼む人j

「上に引きしめ釜のそば/接待茶飲む入J

宝物拝見の様子は、次のように述べられている。

「異議をただしく両手をっき/宝物拝見j

「とこういう内時刻が延びる/草履返しの群集J

「どう急がるるものぞいのと/霊宝群集J

「様子はし、かにつぶさに語れ/霊宝拝見の噂開く人J

開i援は、はやりうたの題材にもなった。京都で音曲物を出版した版元に、阿波屋定次郎

がし三る。阿波屋は、安永期頃 (1770年代)から宮菌箆の詞章本を出版し、文化・文政・

天保期 (1800'"'-'1830年代)に、はやりうたの唄本を出版した。阿波屋が出版した詞章本

は、はやりうただけでも現在までに 105点が確認されている。そのなかのひとつに、 fし

な川ぶし 京名所独案内J(資料5) (注6)がある。以下に全文を翻刻する。

みやこめいしよひとりあんない

しな)11ぶし 京名所独案内 京寺町にしき上ル阿波屋定次郎板

ぶつ 今年 i静跨帳

... 大{弗に。ことしはまれなごかいてう。

ひき 参~ 宝物

てを引あふてさんけいや。かずのほうもつありがたひ
耳家 どう

... み〉づかに。三十三げん堂みても。

S主主童どう釈迦如来 蓮華建立

つりがね堂にしやかによらい。きいてよろこぶごこんりう

福神 幸

... ふくのかみ。いのればこ〉にさいはいの。

しでなものおみちゃfぅ主くた。京にはさみもがまっさかり
品、じ

企 藤のもり。もつれつよれつぶれく草さの。

ももよ 泉 t昌寺 さん

E夜かよへどせんゅうじ。五山なだかきけんにんじ
費量皇 し

企みゑくとて。きせん大師へさんけいの。
あお

て引そで引青やぎに。なびく Cま，/，ら三すし町
棒民 な だiこ

... く'まが人の。その名のこせしくろ谷や。
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摺物にみる方広寺大仏穀開張について〈黒)11)

Lんによどう 梨 I~I 平 時l 総 与にゃくわうじ

真実日堂にぎんかくじ。それなんぜんじ若王寺

松かぜの。五どほのた冶のきHよみJづゃ。

さりても八さかとうとふて。心やすいとかうだいじ

ちおふJLひがんのさくら長らくじ。
こがね花さくいろざとに。ぎおんぼやしの明がらす
みやこ

都とて。 ほかにたぐひはありがたい。
よしだ べさいてん

御所のおにはをふしおがむ。吉田ゑい山弁才天

此つゾき都名所 かはりもんく 下の巻に御座候

(rしな)11ぶし 京名所独案内J)

関i援に関する部分は、第一節と第二節である。有年は記されていないが、「大仏に今年

はまれな御開帳Jr数の宝物ありがたしリとあることから、天集 3年の開帳に際して作ら

れたものと思われる。「釣鐘堂J~ま鐘楼、「釈迦如来J は居間寵の釈迦加来、「聞いて喜ぶ

御建立Jは大仏再建を示す。よって、表紙は、方広寺の大鐘と参拝客を描いたものである

(注 7)。

京都では、『京童~ (明暦 4 年(1658)) を初めとして、『京雀~ (寛文5年(1665))、『京羽

二重~ (貞享 2 年(1685)) 、『都名所図会~ (安永9年(1780))など、様々全名所案内記が出

壊された。それらには、寺社の縁起や、季節ごとの名所が解説されている。はやりうたの

場合は、それらを端的に述べた名所尽しとなっている。方広寺の開帳は、名所のひとつと

して捉えられていた。
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資料5 rしな川ぶし 京名所独案内j

(大阪府立中之島図書館所載郷土資料228/94(42) ) 

3-2掛茶墨・大仏餅墨・摺物について

番付には、 f互いの身の仕合せ/境内掛茶屋大仏餅屋Jとある。大仏餅屋というのは、

方広寺門前にあった隅田屋という餅墨である。名物大仏餅が評判だった。『都名所図会』

iこは、 f吉先の様子が捨かれている(資料6)。

境内には掛茶屋も多くあった。京都の書出家、都喜蝶による噺本「落拙大仏柱jには、掛

茶屋の多さがでてくる。都喜蝶は、文教・天保期に上方で活動した拙家である(宮尾 1996)。

「落拙大仏柱J(注8)には、 19話が収載されてお号、そのなかのひとつに「釈迦の欝歎j

という噺がある。以下に一部翻刻する。茶屋の数が 290というのは誇張だろうが、それほ

ど多かったということだろう O

26 



謬物にみる方広寺大仏殿爵i援について(黒}II)

B々の参詣に大ひにくたびれたまひて、ちときパらしに、夜ぶん御けいだ

いを、ぶらぶらと見廻りたまひ、茶やの移しきにおどろき、小口よりかぞへ給ふに、

凡弐百八、九十章子もあるに笑をもやふし ・ー(後略〉・一 (f落培大仏柱J)

I I u 

釈迦の欝敷

釈迦如来、

主

また、「くれぐれの額い故/御宝録井に縁起売る人Jr心残りのないようと/書付と引き

合して宝物見る人Jr印は宮前是を見よ/大仏再建二十分の一絵図J(注9)というように、

より転載)1981 : 63) 

諸物も売られていた。

方広寺門前大仏餅屋

(安永 9年(1780) W都名所医会~ (竹村愛知(編)

資料6
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f寄策大仏t干の経緯は，すなはち方11:.寺大仏殿建立の時よ哲この銘を家事，ヲE哲弘ぬけるその軍事，費量SこLて重E
(1こ〉るに笛〈とろ〉けず，尖〈あ~)るに芳〈かん1;(l.う)l.て，縫放翁fJl炊〈ずい〉鋭.lIl主主が渇喜善にもお

とらざる名品な哲.li著書在民作〈からはふづく暫〉の緩綴滋〈か̂ 'ばん〉はiE#.の量産主こしてz代.qここに主主Lて遺
返にその名~l.. :x仏童書を滝本務へお〈るとて 安楽底繁伝 怠妙の雲のはだへをもちながらかちゐといへ

る色のふかさよ 返L 滝本務Z重荷翁 白妙の雪のはだへもこれほどにひとのもちゐておもひっくかは
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3-3寄進について

皐稲田大学的属図書館蔵 f方広寺関係文書J，こは、大仏殿再建に関する資料が残されて

し、る。文書解題によると、「方広寺大仏殿と関係はあるが、直接詞寺にて18蔵されていた

ものではなしリ。出所については、「文書中の宛名に多くみえる方志寺境内南梅屋町の中村

家が考えられるj が、未詳とのことである。文書数は 1362点あ号、なかでも f寛政~天

保の大仏殿再興期の講を中心とした金融関係のものが在倒的iこ多しリ。本論文で辻、 f普請j

に分類された文書に蕃目する。

大仏穀再建にあたり、境内町屋から方広寺へ寄進がなされた。そのときの証文によると、

天保2年3月に上池田町、上棟梁町、茜門町東組、間年5月に上下七軒町、 7月に南檎屡

町、本池田町、中塗師屋町、西同町東経借家中、 10月に三捨三町組惣代、 12J3に上下七

新町、 12月に下塗都農町、翌3年 3月に上新之町が寄進を行なっている。宛名は、 f大仏

殺傷寄進所御役人中様Jr街1本所接Jr御勘定所御役人中J r~卸世話方中j などである。

金額は、「銀壱費目Jr青銅五拾貫文j などで、月賦にしていた。また、天保2年 6月に湯

屋仲間から青畿巨費文、同年8月に髪結仲間から青鍋弐吉質文が寄進されている。番付に

も f京議中の者共へ/再建寄進Jr百高石に勝るぞや/下女了稚の寄進Jr自に物見せてく

れんずと/寄進にはりこむ人jとあるように、大々的に行われていた。境内町震の構成や、

湯屋仲間、髪結仲間についての詳絡は、今後の課題とする。

おわりに

F甲子夜話Jには、京の人々の話として次のように記されている。

京地の入の言にも、比度の再建は、東武へ顧ひたるにも非ず。後地の町人のみにて、

金援を褒め出来するの含みなりしが、患の外人気も引立ち、比勢にては再営も成就

すべく、{旦し地謡を狭くするか、又は堂を小く為るかせずしては、公辺すまずと云

ことと云。されば豊箆氏の威は、必世にして詰衰ふるに非ずや。

ぜ甲子夜話続篇J]85)

今回の再建;士、幕府へ願い出てなされたものではなく、町人の寄進のみでなされたもの

=ある、ということを主張している。『方広寺関係文書百議i解題ヒよると、再建のため
議が獲されていた。そこでは、番付iこ{汲めらるるのを楽しみに/世話方頭取j とある
うに、 rt宣言言方jが主導的な役割を果たしたと患われる。今後の課題としたい。
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器物にみる方正寺大仏穀霞i援について〈黒}II)

在

1 ) 中本一冊(117X175mm)、11T、作者・出版者ともに不明である。これまでのとこ

ろ 3点確認されている。宮内庁書援部蔵 (206・310)。東京都立中央図書館蔵(東京

誌料 3537・6)0京都府立総合資料館蔵 (A五141.和/188.45/H82)。松浦静山(著)中

村幸彦(校訂)W甲子夜話続篇J第7巻に所収・翻刻されている。
2) 岩間龍の仏j として方広寺に現存。

3) 三田村鳶魚(校訂)W未刊髄筆E種』第6巻所収。天保2年 (1831)'"'-'嘉永2年 (1849)

までの風聞が集録されている。作者は不明だが、 F未刊随筆百種J第6巻解説による
と、上方勤番の武士とされている。

4) 中村幸彦(校訂)W甲子夜話続篇』第 7巻所収。平戸藩主松浦静山による随筆。文教

4年(1821)"-'天保 12年 (1841)までの事柄が記されている。

5) 大阪府立中之島図書館蔵官保吉帳』巻 13)。

6) 大薮府立中之島図書舘蔵(郷土資料228/94(42))。中本一冊、二了。

7) 第三節以降は、京都の名所尽しとなっている。列挙されているのは、第三節は伏見稲

荷と東福寺、第西宝石は藤の森、深草、泉濡寺、建仁寺、第五節は東寺と島涼、第六節

は黒谷、真如堂、銀器寺、南禅寺、若王子神社、第七節は清水寺、八坂の塔、高台寺、

第八節は知音読、長楽寺、祇園、第九範は御所、吉田山、比叡山、弁財天である。

8) 宮是輿男『上方舌耕文芸史の研究』所収。

9) 大仏殿の完成国で f二E分-絵図jと思われる。宮内庁書陵部蔵 (f方広寺大仏殿図j

206・310)0 

参考文献(著者五十音頭)

京都市(編)

1987 W史料京都の歴史』第 10巻東山区東京:平凡社.

郡司正勝;抱〈監諺)

1970 W名作歌舞伎全集』第 5巻東京:東京愈j元社.

竹村長期(編)

1979 ~日本名所愚俗密会』第 7 巻 京都の巻 1 東京:角川書居.

1981 W日本名所風{谷密会J第8巻 京都の巻2 東京:角川書j吉.
中村幸彦;中野三敏〈校訂)

1981 W甲子夜話続篇J第7巻東京:平凡社.

林英夫;青木美智男(編)
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